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　 昆虫バキュロウイルスを用いた外来タンパク質発
現系はBEVS（Baculovirus	 Expression	 Vector	 
System）と呼ばれ、ヨトウガを宿主とするAcMNPVと
カイコガを宿主とするBmNPVがウイルスとして用い
られている。世界的に利用されているのはAcMNPVを
用いたBEVSであり、ヒトパピローマウイルスワクチ
ンや前立腺ガンワクチン等が既に上市されている。
AcMNPVを用いたBEVSは、開発以来様々な改良が加え
られており、大腸菌の人工染色体を用いた組換えウ
イルスゲノムの作製法や、宿主として用いる培養細
胞の無血清培地への順化、ヒト型糖鎖を付与させる
ための培養細胞の改変等が行われている。しかしな
がら、AcMNPVを用いた発現系は、宿主となるヨトウ
ガの幼虫個体の飼育が容易でないために、その使用
はヨトウガ由来の培養細胞に限られている。一方で、
BmNPVの宿主であるカイコガは家畜化されているた
めに幼虫の飼育が容易であり、培養細胞だけでなく
幼虫個体を用いた組換えタンパク質の発現が可能で
ある。その効率は実に培養細胞の1000倍程度と言われ
BmNPVを用いたBEVSの大きなメリットである。しか
しながら、BmNPVを用いたBEVSは開発以来殆ど改良
を加えられていないのが現状である。そこで本プ
ロジェクトでは、BmNPVを用いたBEVSに関するイ
ノベーションを創成し、次世代型の外来タンパク質
発現系を開発する。	 

昆虫ウイルスを用いた次世代型外来タンパク質発現系の開発 

　 BmNPVを用いたBEVSを改良するため、本プロジェ
クトでは以下の3点に関して研究・開発を進める。	 
	 
①新たなBmNPVウイルス株の解析とベクター化	 
　 BmNPV-La株は、本学に保管されていたウイルス株
の一つであり、従来のBmNPV標準株に比べて顕著な
タンパク質の合成能が認められている。そこで、
BmNPV-La株の解析を進め、BEVSへ利用するためのウ
イルスベクターを開発する。	 
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倍のタンパク質合成能を持つ
BmNPV-La株を用いた高発現
型ベクターの開発	 

②カイコ由来培養細胞へ混入する植物ウイルス様ウ
イルスの解析	 
　 近年、カイコ由来培養細胞には、ある種の植物ウ
イルスが混入していることが明らかとなっており、
獣医薬タンパク質生産等に関して大きな問題となっ
ている。そこで、この植物ウイルスの混入源や生活
環を次世代シーケンサーを用いたRNA-seqによって
解明する。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
③作製済みAcMNPVの宿主域の拡大	 
　 先行するAcMNPVは世界的に利用されており、既に
多くの組換えウイルスが構築されている。そこで、
作製済みAcMNPVの宿主域をカイコガへと拡大し、幼
虫個体を用いた組換えタンパク質の大量発現を可能
にさせる為の宿主域拡大ベクターを構築する。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
　 プロジェクトメンバーらは、既にBmNPVを用いた
BEVSの改良のため、植物ウイルス様ウイルスの混入
がない培養細胞「BmVF」の樹立や、ロット間の誤差
や種々のウイルス混入の恐れのある牛胎児血清の添
加を必要としない培養細胞「BmN-SFM」の開発を行
ってきた。既に開発したこれらのツールと本プロジ
ェクトの研究成果を組み合わせることで、より安
全で、高い発現量を誇る次世代型のBEVS系を開発す
ることが本プロジェクトの目標である。	 
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作製済みAcMNPVと宿主域拡大ベクタ
ーを組み合わせることで、カイコ幼
虫個体を用いた発現を可能にさせる。	 


